
　処分場（注１）への影響が想定されるものには、次のような事象が考えられます。 

① 地震を発生させ、地層の変位・変形をおこす「断層活動」 

② 地震による「ゆれ」 

③ 地震に伴う岩盤の亀裂の発生、地下水の動きや化学的性質の変化等の地

　 震の発生前後における「地質環境（注２）の変化」 

 

　「ゆれ」による影響のうち、地上施設（注３）については、既存の原子力施設と同

様、耐震設計による対処が可能です。また、地下施設（注 4）については、一般に

地下深部の「ゆれ」が地上に比べて小さいことが知られており（文献（１））、その影

響は地上施設より小さいものと想定されます。 

　「地質環境の変化」に関しては、これまでの観測例等からその規模は小さく

（文献（１））、処分場に大きな影響を与えるものではないと想定されます。 

　以上により、②③については、概要調査地区の選定段階での評価は行わ

ず、概要調査以降も調査を継続し、これらの調査により処分場への影響に

ついて検討していきます。 

　最終処分法で定められている「地層の著しい変動」を引き起こす事象とし

ては、地層処分施設の著しい変形を生じさせるような岩盤の破壊・破断を

伴う①の断層活動が該当するものと考えます。くり返し活動し、変位の規模

が大きいことが文献調査で認められる活断層（注５）、活褶曲（注６）、活撓曲（注７）

等（以下「活断層等」といいます。）は将来も活動する可能性があり、処分

場に対する影響が明らかに大きく、地層処分施設を合理的に配置すること

が困難と判断し、以下の考慮事項を設定します。 
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地震 
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〈５〉考慮事項の内容 

�T�m� �̀Ž�O�V �•�X�y�y�y�y�y �y�� �T�m�y�q�O�y �V�•�X��

地震による地質環境への影響の概念図 

（震源：地下数km～20km） 
 

地層処分施設（地下施設）の設置深度：300m以深 
 

断層活動 
 

地層処分施設（地下施設）の設置深度：300m以深 
 

地下利用深度：数十m以浅 

断層活動 
 

地下水の動きへの 
地震による影響は、 
一時的で小さい。 

地下深部での「ゆれ」 
はさらに小さい。 

地表より「ゆれ」 
は小さい。 

地表の｢ゆれ｣。 

地層処分施設は、断層活動による著しい
影響が及ばないところに設置されます。 



�X�“�&� �̀Æ� �̂ �̀z�!�•�w�F�Û�U�G�V�M�Æ�…
Ú�s�t�m�M�o�z�Í�w�Ä�ò�t�˜�p�b�”�q�Ì�¬

�t
Q�…� �̂•�”	Ô	t�z
c�“�x���Š�s�M�‘�O�t�z�“�A�Ð�*�•�à�›
¬��� �̀‡�b�{ ��

�ƒ 
¶���°�o�t
°�A�b�”�Ä�ò�p�;�M�h�Ž�Ž�w���Y�t�‘�l�o�Ý�Š�’�•�”�Æ�…
Ú�U�K�”

�y 	Ô	t��

�„ �Æ�…
Ú�w
ï�¢�…
Ú
��E�3 （注１２）�£�S�‘�|�f�w�Ž���w�!���3 （注１３）�t���‡�•�”
c�“��

�… �Æ�…
Ú�w
ü�0�s�w
C
\�w�D�ó
Q�U�ô�M
c�“��

�† �f�¶�s�Æ� �̂›�'��� �̀o�M�”�Æ�Þ�Â�•�Æ�¡�Â�w
ü
Í
c�“��

��

�¢�« �
���£ �…
Ú�w
ø�²�z ���ü�•

�…
Ú�Ø�U
+���Ø�q�¦� �̃”

�Ú
¢�w�M�²�›
ø�²�z�…
Ú

�Ø�U
+���Ø�q�s�b� �̄›��

�ü�q�M�M�‡�b�{ ��

��

��

��

��

�²���Y�³ ��

�¢���£ �¤�>�ô�~�� 
˜ 	] �� �$

�¢���������£�•�®�Æ�…
Ú	Ä�I�Ã

� �́»�ç�Ú�¿�Ó�¯ 
Ç
$�� �� ������

�ª
ü�w �� �Ô�Š�»�a�Æ�…
Ú


$�z�f�˜�G�¶	Z
[�q��

��

�¢���£ �™�•�ó�°�„�T �¢�� �����
�£ �•

�®�Ô�Š	*�%�‚�¬�w�¤	ý
H

�7 �¤ �8 �Ž �ñ�w�Ï �� 
C �a

�™� 
̄Ç
$�y�Ô�Š	*�%�‚ �¬

�w�H�›�D�•�í�Ï��
$�z �‚

�8 �Ð �* �U 	[ �z�H�
 ���è �H

�
�ø�z�‚�8�Ð�*�U	[�¶�q��

��

�¢�« ���£ �í�¤�ø
�
Q�¡�•�ä

�í�;�s�T�’�q�è� �̀h�•
¯

�Ø�w�ø
� �¢�í�¤�ø
��£ �›�;

�M�o�z�•���z�•�í�z �T	Õ�z

	è
\�s�w	Ý� �̄›�¡�ˆ	��”

�Ð�*�›�M�M�‡�b�{ ��

��

�¢�«���£ �‚	Í�;�þ�s�*�•�‚

�w�¤�p
��»�$�t�;�›
C	ü

� �̂d�z �•
Ú�¥�„�p
S�ù�~�ö


‚ �b�”�; �þ�›�;�M�o�z �‚

���<�w�•�í�Ï���›�Ð�*�b

�”
ú �g �s �* 	� �O�›�M�M

�‡�b�{ ��

��

�¢�« �
�� �£
*���Æ�…
Ú�• �®��������

�ª
ü�w �� �Ô�Š�»�a�Æ�…
Ú


$�¯�¢���� �� �� �£�p�x�z�…
Ú�Æ

�ˆ�t
P�O�!�•�•���U�7�Ù


:	G�ª�å
²�Ž�ñ�t��
R�^

�•�h�‹�w�T�r�O�T�w
Q��

�U�z�Æ�…
Ú�t
z�‚�o�É� �̀M

�‹ �w�•�z�!�•�•���f�w �‹ �w�U�z

���w�g�� �¢
R�¼�£�p��
R�^

�•�h�D �ó 
Q�U�K�”�\�q�›

�Ô�b�…
Ú�q� �̀o�M�‡�b�{ ��

��

�¢�«�
 �
 �£
Y�…
Ú�z�o�…
Ú�z�#

�c�• �… 
Ú �z �·�ï�µ
Æ �Ì �•

�…
Ú�w�c�•�w�²�V�t�‘�l�o


ü� �̈ �̀h�‹�w�p�b�{ �…
Ú�Ø

�t�
�l�o	��q�`�o	Í �< �M

�²�t�c�•�h�…
Ú�U	N�c�•

�…
Ú�p�z	Í 
k �¢ �…
Ú�Ø�w

	Í���w�•�t�£ ���U
ì�0�$

�t�<�²�V�t�c�•�h�…
Ú�›


Y �…
Ú�q�M�M�z	Í �²�V�t

�c�•�h�…
Ú�›�o�…
Ú�q�M

�M�‡�b�{�# �c �• �… 
Ú�x�z

�…
Ú�Ø�t�
�l�o	��q�`�o


+���M�²�t�c�•�h�…
Ú�›

�M�M�‡�b�{ �‡�h�z �·�ï�µ�x�z

�\�•�’�…
Ú�w�c�•�w�²�V�›


 �̄ �̀h�‹�w�p�b�{ ��

��

�¢�« �
���£ �…
Ú
��E�3�•�…
Ú

�Æ�ˆ�t
P�M�z� 
t�U
��E

� �̂•�z 
Æ�F���s�Â�•�è�w	B

�ù�.�q�s�l�h�‹�w�p�z �¯�ý


æ�z�ê �T 
æ�s�T�’�Ï 
R�^

�•�”�z �K�”
ï�›�‹�l�h�3�›

�…
Ú
��E�3�q�M�M�‡�b�{ ��

��

�¢�« �
�� �£�!���3�•�…
Ú�Æ�ˆ

�t
P�O�•
Ú�w�!���U
\�a

�o�M�”�º�”�ï�p�z �Æ�…
Ú

�w
��E�3	*�%�t�Ý�Š�’�•

�‡�b�{�…
Ú�Æ�ˆ�t�‘�”�—�›

	!�Z�o�•
Ú�w�!���›
\�a

�o�M�”�\�q�T�’�z 	• �R�z�…


Ú�Æ�ˆ�t
P�M�z	r
ü	Ô�t

�¶�`�M�è �¹�›�t�…�b�\�q

�U
Ý��� �̂•�‡�b�{ ��

�x �� �• �à�]�q�t
° �A�b�”�Ä�ò��

��

11 12


¶ �� �° �o �t 
° �A �b�” �Ä �ò ��

�y
°�A�w�ß�Q�M�t�m�M�o 　　くり返し活動し、変位の規模が大きい活断層の多くは、陸域では地形、海域で

は海底の堆積層に明瞭な痕跡を残しています。本来、活断層の評価は、現地における詳細な調査に基

づき行われるべきものですが、ここでは文献調査という限られた情報から全国一律に評価するために、

全国規模で体系的にデータが整備されている文献に基づき判断することとします。 

　具体的には、陸域については空中写真判読や地表踏査等に基づく「200 万分の1日本列島活断層図」

（2002）（文献（２））に記載されている活断層および推定活断層（注１０）、海域については海上音波探査や海上

ボーリング等に基づく「日本周辺海域の第四紀地質構造図」（2001）（文献（３））に記載されている断層（正断

層、逆断層、横ずれ断層およびセンス不明（注１１）の断層）です。（Ｐ.２１,２２の添付図１,２をご参照下さい。） 

　以上の文献に示されている活断層は、将来数万年を考えた場合、処分場に大きな影響を及ぼす可能

性が否定できないことから、これらがある場所は含めないように概要調査を行う範囲を設定し、概要調

査地区を選定します。 
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°�A�w�ß�Q�M�t�m�M�o 　　�ƒについて： 
¶�� �° �o�t
° �A�b�”�Ä�ò に該当する活断層に加え、個別の

文献調査で得られた他の文献により明確に認められる活断層がある場所は含めないように概要調査

を行う範囲を設定し、概要調査地区を選定します。 

　�„ について：将来数万年において、断層活動が生じる可能性がある活断層の幅等の範囲は、地層

処分施設に著しい変形を及ぼす可能性があります。このため、断層の走向、傾斜（注１４）等の三次元的

な構造も考慮し、断層活動により周辺岩盤に生じた角礫部、粘土部、固結した破砕部等の分布範囲

から判断される活断層の幅、さらにその周辺の変形帯に該当する範囲は含めないように概要調査を行

う範囲を設定し、概要調査地区を選定します。活断層の幅と変形帯の範囲は、断層や周辺岩盤の性

状等によって多様であることから、個別に詳細な検討を行います。 

　�…について：盆地や平野と山地との境界付近に逆断層がある場合等では、将来数万年において

活断層が分岐する可能性があります。また、活断層の延長上で群発地震が発生していた場合等には、

将来数万年において断層が長さ方向に伸展する等の可能性もあります。このため、個別に詳細な検

討を行い、これらの可能性が明確に認められる範囲は含めないように概要調査を行う範囲を設定し、

概要調査地区を選定します。 

　�†について：規模が大きく明確な活褶曲や活撓曲の分布する範囲は、将来数万年の間に地層処分

施設に著しい変形を及ぼす可能性があります。このため、個別に詳細な検討を行い、これらの範囲は

含めないように概要調査を行う範囲を設定し、概要調査地区を選定します。 

 

　活断層等の存在が文献調査から明確に判断できない場合には、概要調査あるいはそれ以降の調

査において、地層処分施設を合理的に配置することが困難となるような活断層等の有無を検討してい

きます。 

 

　なお、上記の断層活動に関する考慮事項の内容は、将来数万年という長期の安全性の確保が必

要となる地層処分施設を対象としたものです。地域の防災計画、他の原子力施設や一般の建築物の

計画・設計等に関しては、評価されるべき期間が異なりますので、ここで示す考慮事項が適用される

ものではありません。 

〈５〉考慮事項の内容 

法定要件に関する事項① 
地震 
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